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小学校 第４学年 算数科学習指導案 

場  所 ４年２組教室 
                         指導者  幡生基紀 
 
１ 単元名「 垂直・平行と四角形 」 
 
２ 単元設定の理由 
○＜児童観＞ 

 本学級の児童は、男子１６名、女子１３名、計２９名で、授業中にも、たくさん発
表をする元気なクラスである。児童は、第２学年では、長方形や正方形、直角三角形
を、第３学年では、二等辺三角形や正三角形を学習している。第４学年「角とその大
きさ」では、分度器を使い、角をかいたり、角のかき方を使って、三角形を作図した
りした。また、三角定規についても取り扱い、それぞれの三角形が直角三角形である
ことを理解している。一方で、角や三角形を適切に作図できない児童や、角の大きさ
を測ることが苦手で、分度器の使い方が身についていない児童もいた。そのため、垂
直や平行をかくための三角定規の操作も苦手であることが予想される。 
 
 ○＜教材観＞ 
 本単元は学習指導要領第４学年の２内容Ｂ「図形」⑴に示された、垂直や平行な２ 
直線の関係や色々な四角形の理解を深めることをねらいとしている。本単元では、新
たに２直線間の位置関係を考察する活動を通して、垂直や平行の定義や、性質の理解
と作図技能を身につけることができる。また、直線に向けられていた視点を直線で囲
まれた形に移すことで、平行四辺形や台形、ひし形などの、様々な形をかくこともで
きる。児童にとって、様々な視点から物事を見ることができるので、意義深い学習で
ある。 
 
○＜指導観＞ 

 そこで、本指導に当たっては、以下のことに留意して指導を行う。 
・作図時、プログラミング的思考を取り入れる 
図形を正確に作図するためには、順序を考えることが必要である。そのために、か

き方を記したヒントカードを用意する。それらを並べ替えながら、かき方を考えさせ
ることで、プログラミング的思考を児童が身に付けることができるようにする。 
・オクリンクなどのＩＣＴを活用する 
オクリンクを使って、実際に垂直・平行を作図している動画を送り、児童一人ひと

りが視覚的に作図の仕方を捉えることができるようにする。 
・一人学習→ペア学習やグループ学習→全体学習をパターン化する 
 学習の形態をパターン化することによって、児童が見通しをもって学習に取り組む
ことができるようにする。また、ペア学習やグループ学習を取り入れることによって、
課題を解決したり、考えを深めたりすることができるようにする。 
本時では、まず、導入段階で、前時を振り返り、平行と垂直のかき方、長方形の定

義について確かめ、前時までの学習を想起させる。展開部分では、垂直や平行のかき
方を使いながら、長方形をかいたり、長方形のかき方を考え発表したりする活動を行
う。終末段階では、自分に合った方法で、長方形をかき、その方法の良さを再確認で
きるようにする。 
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３ キャリア教育について 
 本単元では、以下のキーワードに示す資質能力に着目して授業を展開する。 
○実行・評価（課題対応能力） 
課題解決のために考えた方法が、本当に有効だったか自分で評価することによっ

て、学習を深められるようにする。 
○協力・協働（人間関係・社会形成能力） 
 ペア学習やグループ学習を設定することで、友達と協力して、課題を解決できるよ
うにする。 
 
＜学びのつながりについて＞ 

区分 小学校 中学校 

学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 

内容 

         

 
 
４ 目標 
○ 直線の垂直・平行の関係について理解したり、平行四辺形、ひし形、台形の定義
・性質について理解したりすることができる。（知識及び技能） 

○ 図形を構成する要素及びそれらの位置関係に着目し、図形の性質を見いだすとと
もに、その性質をもとに既習の図形をとらえなおして考えることができる。 
（思考力、判断力、表現力等） 

○ 平行四辺形・ひし形、台形などについて、数学的に表現・処理したことをふりか
えり、多面的にとらえ検討し、生活や学習に活用しようとしている。 
（学びに向かう力、人間性等） 

 
５ 単元の評価規準 

知識・技能 思考･判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 
・直線の垂直・平行の関係
について理解している。 
平行四辺形、ひし形、台形
の定義・性質について理解
している。 

・図形を構成する要素及
びそれらの位置関係に着
目し、図形の性質を見いだ
すとともに、その性質をも
とに既習の図形をとらえ
なおして考えている。 

・平行四辺形・ひし形、台
形などについて、数学的に
表現・処理したことをふり
かえり、多面的にとらえ検
討し、生活や学習に活用し
ようとしている。 
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６ 指導計画（総時数１３時間） 

次 時 主眼 評価規準（方法） 
キャリア教育との 
主なかかわり 

一 

１ 

・道路の交わり方か
ら、直線の交わり方
を調べていくという
単元の課題をつか
む。  

・２直線の交わり方
を調べ、垂直の意味
を理解する。  

〔主〕直線の交わり方に関
心をもち、どのようなもの
があるか調べようとする。 
（観察・発言・ノート） 
〔知・技〕垂直の意味を理解
し、ある直線と垂直な直線
を見つけることができる。 
（観察・ノート） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〔人間関係・社会形成能力〕 
（協力・協働） 
ペア学習やグル

ープ学習を設定す
ることで、友達と協
力して、課題を解決
できるようにする。 
 
 
 
 
〔課題対応能力〕 
（実行・評価） 
課題解決のため

に考えた方法が、本
当に有効だったか
自分で評価するこ
とによって、学習を
深められるように
する。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

・２直線の交わり方
を調べ、平行の意味
を理解する。 
・垂直や平行な直線
を身の回りから見つ
けることができる。 

〔知・技〕平行の意味や性質
を理解している。（観察・ノ
ート） 

３ 

・平行な２直線の幅
を調べ、平行につい
ての理解を深める。 

〔思・判・表〕平行な二直線
の幅は、一定であることに
気づいている。（観察・発
言） 
〔知・技〕長方形の辺におけ
る垂直・平行の関係を理解
している。（ノート・発言） 

二 

１ 

・１組の三角定規を
使って、垂直・平行
な直線をかく。 

〔思・判・表〕垂直も平行
も、直角を利用して書いて
いることに気づいている。 
（発言・観察） 
〔知・技〕垂直な直線や平行
な直線をかくことができ
る。（ノート） 

２
（
本
時
） 

・垂直や平行な直線
のかき方を使い、効
率的な長方形のかき
方を見つけることが
できる。 

〔思・判・表〕長方形のかき
方を、平行や垂直のかき方
を使って考えたり説明した
りしている。 
（観察・ワークシート） 
〔知・技〕長方形を作図する
ことができる。 
（ワークシート） 

３ 

・方眼紙上で 2 本の
直線の垂直や平行な
関係を見つけたり、
かいたりする。 

〔知・技〕方眼を利用して、
垂直や平行な直線を見つけ
たり、かいたりすることが
できる。（ノート・観察） 

 
 

 
三 
 
 
 
 

１ 

・カードの点をつな
いで、いろいろな四
角形をつくり、辺の
平行関係に着目し
て、分類する。 
・台形と平行四辺形
について知る。 

〔主〕辺の平行に着目して、
いろいろな四角形を仲間分
けしようとしている。 
（観察・発言） 
〔知・技〕台形と平行四辺形
について知り、弁別するこ
とができる。 
（観察・ノート） 
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三 
 
 
 
 

２ 

・平行四辺形の辺や
角の大きさを調べ、
その性質について理
解する。 

〔思・判・表〕辺や角に着目
して、平行四辺形の性質に
ついて調べたり説明したり
している。（発言・ノート） 

３ 

・平行四辺形の辺や
角の大きさを調べ、
その性質について理
解する。 

〔思・判・表〕平行四辺形の
定義や性質をもとにかき方
を考えたり説明したりして
いる。（ノート・発言） 
〔知・技〕平行四辺形を作図
することができる。 
（ノート） 

４ 

・ひし形について知
り、辺や角の大きさ
を調べ、その性質や
かき方について理解
する。 

〔思・判・表〕ひし形につい
て知り、辺の平行や角に着
目して、その性質について
調べたり、説明したりして
いる。（発言・ノート） 
〔知・技〕ひし形の性質やか
き方を理解している。 
（発言・ノート） 

５ 

・対角線について知
り、平行四辺形やひ
し形の対角線の交わ
り方を調べ、その性
質を理解する。 

〔思・判・表〕対角線に着目
して、いろいろな四角形の
性質について調べたり説明
したりしている。 
（発言・ノート） 
〔知・技〕対角線の意味を知
り、その性質を理解してい
る。（ノート・観察） 

６ 

・ひし形を対角線で
切ったときにできる
三角形について考
え、図形についての
理解を深めることが
できる。 

〔知・技〕ひし形の定義や対
角線の性質をもとに、でき
た三角形が二等辺三角形や
直角三角形であることを理
解している。（発言・ノー
ト） 

７ 

・平行四辺形は平面
に敷き詰めることが
できることを知る。 
・敷き詰められた模
様の中から色々な形
をみつけることがで
きる。 

〔知・技〕平行四辺形を敷き
詰めて、模様をつくること
ができる。（観察） 
〔主〕平行四辺形以外の四
角形も敷き詰められないか
調べようとしている。 
（発言・ノート） 
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７ 本時案（５/１３） 
（１）キャリア教育の視点 
課題対応能力：実行・評価 
垂直や平行を使って、長方形を作図する際、自分と友達の考え方を比べながら、自

分に合った作図の方法を見つけることができる。 
 
（２）主眼 
垂直や平行のかき方を使って、効率的な長方形のかき方を見つけることができる。 

 
（３）準備物 手順カード、三角定規、ワークシート、タブレットスタンド、画用紙 
 
（４）学習の展開                      

学習活動・内容  予想される子どもの反応 ○指導上の留意点 ★評価 

１ これまでの学習の振
り返りをする。 

 
 
２ 問題文を読み、課題

をつかむ。 
 
 
３  長方形のかき方を考

える。 
 
 
 
 
 
４  長方形のかき方をグ

ループ内で説明し合
う。 

 
 
 
 
 
 
 
 
５  いくつかの長方形の

かき方を全体で共有
する。 

 
 
 
６ 自分が一番良いと思う

方法で、長方形をかく。 
 
 
 
 
 
 
７ 振り返りをする。 

ア：垂直や平行のかき方を
学習しました。 

イ：長方形には、垂直や平
行があるね。 

 
 
 
 
ア：定規で長さを測ったり

するのかな。 
イ：ここは平行だから、平

行のかき方を使うと
思うよ。 

 
 
ア：平行のかき方を使っ

て、上下の線をかきま
した。 

イ：垂直のかき方を使っ
て、下の辺から左右の
辺をかきました。 

 
 
 
 
 
ア：先に垂直を引きまし

た。 
 
 
 
 
ア：はじめに垂直を２本か

く方法でやろう。 
イ：垂直を書いた後、平行

をかこう。 
 
 
 
 
ア：垂直だけを使う方法が

かんたんなのでよか
ったです。 

○これまでの学習を想起
させるために、垂直・平
行のかき方の動画や、長
方形の定義についての
カードを掲示する。〔つ〕 

 
 
 
○長方形のかき方が思い
つかない児童には、ヒン
ト動画を用意して、長さ
を測ること、平行・垂直
のかき方を使うことを
想起させる。  

 
○一人の児童が説明をし、
他の児童がその説明に
そって作図することで、
自分の考えと比べるこ
とができるようにする。 

★〔思・判・表〕平行や垂
直のかき方を使って、長
方形のかき方を考えたり
説明したりしている。 

（観察・発言、ワークシート） 
 
○発表する児童に合わせ
て画用紙に作図するこ
とで視覚的にかき方を
捉えることができるよ
うにする。 

 
○かき方がわからない児
童には、黒板にあるカー
ドで手順を示し、確認さ
せる。 

★〔知・技〕垂直や平行を
つかって、長方形を作図
することができたか。
（ワークシート） 

○自分が選んだ方法の良
かった点を書かせるよ
うにする。〔キ〕 

〔キ〕・・キャリア教育に関すること 〔つ〕・・学びのつながりに関すること 

どうやったら、「はやく」「かんたんに」「せいかくに」長方形がかけるかな。  

自分にとって、一番いいやり 

方で、長方形をかいてみましょう。 


